
食文化の伝承を食生活に生かす生徒の育成を

目指した高等学校家庭科指導の工夫
－先人の知恵を学び、オリジナル郷土料理を作る活動を通して－

長期研修Ⅱ 研修員 高橋 みゆき

《研究の概要》

本研究は、食文化について学ぶ学習において、ゲストティーチャーから郷土料理について

話を聞くことや、郷土料理を比較する活動を取り入れることで、郷土料理が気候風土と歴史

に根ざした先人の知恵であることを理解し、今後の食生活に生かしていく生徒を育成してい

。 、 「 」 、くことをねらいとしたものである 具体的には 三県の 冷や汁 という郷土料理を比較し

そこから先人の知恵を学び、オリジナル郷土料理を考え、作る活動を行った。

【食文化 郷土料理 ゲストティーチャー 先人の知恵 オリジナル郷土料理】キーワード

Ⅰ 主題設定の理由

学校周辺に伝わる郷土料理の「冷や汁」を知っ

、「 」ているか生徒たちに聞いたところ 知っている

と答えた生徒は約25％であった。このままいけば

近い将来「冷や汁」は消えるであろう。しかし、

郷土料理についてどう思うか聞いてみると約80

「 」「 」％の生徒が おいしいから好き 作ってみたい

「伝統的な料理を大事にすることは良いことだと

思う」と答えた。しかし、生徒たちの日々の食生

活について聞いてみると、ほとんどの生徒がファ

ストフードは週一回以上食べているが、郷土料理

を口にすることはほとんどないことが分かった。

また、コンビニエンスストアを頻繁に利用し、菓

子パンやスナック菓子、チョコレートなどを間食

。 、している生徒も多かった アンケートの回答から

生徒たちは郷土料理に対する興味・関心は大いに

あるが、家庭の中で食べる機会と伝承してくれる

人に巡り会えずにいることが分かった。

また、群馬県教育委員会では、小・中学校にお

いて学校給食に地場産野菜を積極的に取り入れる

取り組みを進めている。郷土料理献立を取り入れ

た食育を行っている学校も多い。

新学習指導要領では、改善事項の中に「伝統と

文化に関する教育の充実」を挙げている。また、

社会の変化への対応の観点から教科を横断して取

り組むべき内容に「食育」が挙げられた。小学校

では、わが国の伝統的な食事である「ごはんとみ

そ汁の実習」において、食文化の伝承についての

教育がスタートする。そして中学校学習指導要領

技術・家庭科においては 「地域の食材を生かし、

た調理」が必修の内容に改められ 「地域の食文、

化の理解」が新たに付け加えられた。高等学校の

新学習指導要領においても伝統と文化の尊重が明

記され、家庭科においては衣食住の生活文化の継

承にかかわる内容が充実し、食育の推進も盛り込

まれた。

そこで、食文化を学ぶ学習において、先人の知

恵を学び、オリジナル郷土料理を考え、作る活動

を取り入れることで、食文化の伝承の大切さに気

付き、食生活に生かしていこうとする生徒を育成

することが重要と考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

食文化の伝承を食生活に生かしていこうとする

生徒を育成するため、先人の知恵を学び、オリジ

ナル郷土料理を作る活動を取り入れることが有効

であることを実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

「つかむ」過程において、ゲストティーチャ１

ーから昔の人の食生活や郷土料理について話を聞

くことにより、地域の食材と料理に関心をもてる

であろう。

「追究する」過程において、郷土料理を比較２

することによって、郷土料理が気候風土と歴史に

根ざし、食に対する思いが込められた先人の知恵

であることを理解し、食文化を伝承していく大切

さに気付くであろう。

「まとめる」過程で、オリジナル郷土料理を３
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考え作ることにより、食文化を伝承し、食生活に

生かそうとする実践的な態度が身に付くであろう。

Ⅳ 研究の内容と方法

１ 研究の内容

(1) 基本的な考え方

地域に伝承されてきた料理は、その地域で生き

てきた人たちの生活の知恵そのものであり、生き

るために生活を切りひらいてきた「生きる力」そ

のものであった。そして、その先人の知恵には、

現在の日本の食生活のさまざまな問題点を解決す

るためのヒントがあることに気付かせていくこと

が大切である。また、各家庭の食卓に伝わってき

た料理は、身体だけでなく心をも育て、人間形成

に重要なものである。

ゲストティーチャーから話を聞くことにつ(2)

いて

郷土料理は、祖母や母から子どもたちに伝承さ

れてきた。その先人の知恵には、伝承してきた人

々の食に対する思いが込められている。郷土料理

を伝承することは、同時に自然の恵みや作ってく

れた人への感謝 「もったいない」という食べ物、

を大切にする気持ちなども伝承することである。

しかし現在は、核家族化の進行、生活スタイルの

変化、コンビニエンスストアやファミリーレスト

ラン、ファストフードなどの利用の増加などで、

家庭で食事を作ることや家族で団らんしながら食

卓を囲む時間すら減ってしまった。子供たちは郷

土料理を知る機会を失ってしまったのである。

そこで、ゲストティーチャーから地域の食材を

使った「冷や汁」という郷土料理や、群馬の粉食

文化と昔の人々の生活ぶりについて話を聞き 冷、「

や汁」と「おやき」を実習することによって、地

域の食材と料理に関心をもてるであろうと考え

た。

(3) 郷土料理を比較する学習と、伝承している

人々の食に対する思いを知ることについて

「冷や汁」という郷土料理は、宮崎、山形にも

存在している。しかし歴史的背景によってそれぞ

れの由来があり、気候風土によって材料にも特徴

がある。この三県の「冷や汁」を比較することに

よって、郷土料理が気候風土と歴史に根ざし、食

に対する思いが込められた先人の知恵であること

を理解し、食文化を伝承していく大切さに気付く

ことができると考えた。

(4) オリジナル郷土料理を作る活動について

郷土料理を受け継ぐことは、昔の料理をそのま

ま受け継ぐことだけではない。日本型食生活の食

、 、事スタイルを踏まえ 栄養バランスや家族の好み

現代の生活に合わせた調理法の効率化などを考慮

して、日々の食生活に取り入れやすく工夫してい

くことも大切である。この活動を取り入れること

、 。により 郷土料理のよさを再発見できると考えた

また、家庭実践することによって食生活に生かそ

うとする実践的態度が身に付くと考えた。

図１ 基本構想図
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２ 研究の方法

(1) 実践計画 (2) 抽出生徒

教科 家庭科 家庭総合 家庭科が好きで、授業態度も良好であるが、おとなし

対象 １年 ３５名 く、自信をもって自分の考えを述べることが不得手であ

題材 食文化は気候風土とともに Ａ る。食文化に関して多少の知識はある。授業において知「 」

、 、 、期間 平成20年10月5日～(金) 識を深め 自分の考えを述べたり 書いたりすることで

11月21日(金) 自分の考えのもとに伝承していこうとする態度を身に付

授業者 長期研修員 高橋 みゆき けたい。

食文化に関しての知識を基に、授業で学んだことにつ

、 。いて自分なりに考えを深め 意見を述べることができる

Ｂ 食文化について知識を深めさせ、興味・関心をもたせれ

ば、家庭において積極的に伝承していこうとする実践的

態度が身に付くと期待できる。

(3) 検証計画

観点 ・ゲストティーチャーから郷土料理について話を聞き、冷や汁やおやきの作り方

、 、 。つかむ を知り 実習することは 地域の食材と料理に関心をもつことに有効であったか

過程 方法 ・ゲストティーチャーの話を聞く態度や実習の様子で分析する。

・質問内容や感想の記述で分析する。

・群馬、宮崎、山形三県の「冷や汁」を比較する学習は、郷土料理が気候風土と歴

、 。史に関連し 先人の知恵から生まれた文化であることを理解することができたか

追究する 観点 ・さまざまな郷土料理を伝承している人々の食に対する思いを聞くことにより、現

過程 在の自分自身と日本の食生活の問題点について気付き、食文化を伝承していく大

切さに気付くことができたか。

方法 ・ワークシートの記述で分析する。

・オリジナル郷土料理を作る活動を取り入れることは、地域の食材と料理を守り、

まとめる 観点 食文化を食生活に生かしていこうとする実践的態度を身に付けることができた

過程 か。

方法 ・グループ活動の様子で分析する。

・ワークシートの記述で分析する。

Ⅴ 研究の展開

(1) 指導計画 「食文化は気候風土とともに」

(2) 題材の目標・評価規準

目 食文化に関心をもち、食文化を伝承していくことの大切さに気付き、食生活に生かしていこう

標 とする実践的態度を身に付ける。

関心・意欲 食文化に関心をもち、先人の知恵に気付き、そのよさを自らの食生活に取り入れよ

・態度 うとしている。

評 思考 食文化における先人の知恵を理解し、現在の自分自身と日本の食生活の問題点につ

価 判断 いて考え、文化の伝承という観点から思考を深めている。

規 技能 食文化に関する実習を通して、基礎的・基本的な調理技術を身に付けるとともに食

準 表現 文化の伝承の観点から、まとめて発表ができる。

知識 食文化の背景にある気候風土、歴史、先人の知恵について理解し、そのよさを現在

理解 の食生活に生かすために必要な知識を身に付けている。



(3) 指導計画（１０時間）

学習活動 指導上の留意点 評価項目

つかむ過程

○地域の食材と料理に関

心をもつ。

・地域の食材と地域に伝 ・学校周辺のスーパーの地場産野菜コーナーで買ってきた名前入 ・地域の食材に興味・関心を

わる「冷や汁」につい りの「きゅうり」を提示し、群馬は「きゅうり」の生産高が全 もっている。

【 】て知る。 国一位であることを知らせる。 関：観察・発言

・昔の人の食生活と郷土 ・この名前は誰の名前なのか、 ・地域に伝わる郷土料理「冷なぜ名前が表示されているのか考

料理について知る。 や汁」と昔の人の食生活にえさせる。

・自分だったらどんな食べ方をするか発言させる。 ついて興味・関心をもって

「 」 「 」 【 】・ いるゲストティーチャーに きゅうり を使った郷土料理 冷や汁 関：観察。

について話してもらう。

・学校周辺の地域に伝わる他の郷土料理と昔の人の食生活につい

て話してもらう。

・ 冷や汁」と「おやき」の作り方を教えてもらい、試食する。「

・本時で学んだことをま ・本時の学習内容を振り返ってワークシートをまとめさせ、感想 ・自分の気付いたことをまと

とめ感想を書く。 を書かせる。 めている。

【 】関：ワークシート

追究する過程

○郷土料理は気候風土と

歴史に関連し、先人の

知恵から生まれた文化

であることを知る。

・宮崎と山形の 冷や汁 ・それぞれの「冷や汁」が気「 」 ・オリジナル資料集「スローフード入門」とプレゼンテーション

について知り、群馬の それぞれの 候風土と歴史に関連していによって風景写真やその土地の人々の話を紹介し、

ものと比較し、その特 「冷や汁」が、それぞれの気候風土と歴史に関連していること ることを理解している。

【 】徴について理解する。 を理解させる。 知：ワークシート

○食文化を伝承していく

。ことの大切さに気付く

・群馬の郷土料理とその ・群馬が粉もの王国であることを知らせ 郷土料理 ・郷土料理について知識を深、 「 」おきりこみ

背景にある先人の生き などを取り上げ、その料理がその地 めるとともに、伝承してく「すいとん 「やきもち」」

方、伝承している人々 域の暮らしに根ざしていることを知らせる。その中から れた方々の思いを聞き、自南牧村

の思いを知り 考える 分の考えを深めている。、 。 の家庭の おきりこみ 伊勢崎市の家庭の 炭酸まんじゅう「 」、 「 」、

【 】中之条町のあるおばあちゃんの話、館林市のうどん店主の話を 思：ワークシート

紹介し、料理とともに、それぞれの方々の思いを伝える。

・現在の食生活の問題点 ・地域の食材をその地域で消費していくことは、郷土料理と先人 ・現在の食生活の問題点に気

に気付き、考える。 の知恵を受け継ぐことと同時に、生産者の減少や食料自給率の 付き、考えている。

【 】低下にも歯止めをかけることにつながっていることに気付かせ 思：ワークシート

る。また、食物輸送による環境への負荷や、食に関する安全性

の問題などについても気付かせ、自分の考えをもてるようにす

る。

・食文化の伝承の大切さ ・昔の食生活と現在の食生活を照らし合わせ、食文化の伝承の大 ・食文化の伝承の大切さに気

に気付く。 切さに気付く。 付いている。

【 】知：ワークシート

まとめる過程



○地域の食材と料理を守

り、生活に生かしてい

こうとする実践的態度

を身に付ける。

・オリジナル郷土料理を ・各班ごとに今までの学習や「スローフード入門」の例を参考に ・興味・関心をもって取り組

【 】考える。 して 。こ んでいる地域の食材を使ったオリジナル郷土料理を考えさせる 関：観察。

のときに、旬や栄養バランス、調理時間、経済性まで考えてい ・さまざまな視点から考えて

るかチェックする。 いる。

【 】知・表：ワークシート

・オリジナル郷土料理を ・生徒が考えたオリジナル郷土料理の献立で調理実習をする。 ・基本的な調理技術が身に付

【 】作る。 いている。 技：観察

・郷土料理のよさについ ・オリジナル郷土料理の実習を振り返り、手作りすることや、 ・自分の考えをもち、意見を食

て話し合う。 。このと 述べることができる。文化を伝承していくことついて班ごとに話し合わせる

【 】きＫＪ法により、班員全員の意見が出るようにする。 思・観察：記録

・自分たちの考えたオリ ・発表方法について説明する。 ・食文化を伝承していくこと

ジナル郷土料理と食文 の大切さに気付き、生活に

。化を伝承していくこと 生かしていこうとしている

【 】についての考えを発表 関・思：観察

する。

Ⅳ 結果と考察

１ ゲストティーチャーから昔の人の食生活や郷

土料理について話を聞いたことについて

導入として地域の方を学校にお招きして、昔の

人の生活ぶりや地域の食材、郷土料理についてお

話を伺った。ゲストティーチャーは、昔の食生活

は、その地域でその時季に穫れるものを食べる地

産地消、旬産旬消であったことや、小麦粉の料理

を主食として食べていたことなどを話した。その

時に、地元産の野菜や手作りみそを提示し、きゅ

うりについては群馬県の生産高が全国一位である

ことを知らせた。そして野菜やみそ、ごまに生産

者の名前が表示されていることに注目させ、なぜ

、 。名前が表示されているのか考えさせ 発言させた

生徒からは 「作った人が分かるようにするた、

め 」という意見が出され、なぜ分かるようにす。

るのか問うと 「何となく安心するから 」とい、 。

う漠然とした答えが返ってきた。また、100gで

100円の外国産のごまと、380円の新田産のごまを

見せ、自分だったらどちらを選びたいかを考えさ

せた。生産者の名前表示や外国産や地元産のどち

らを選ぶかに関しては、ここの時点では問題を投

、 、 、げかけ 考えさせるところまでに止め 次回以降

生徒たちが自分で答えを見付けていくようにし

た。

地域の食材を使った郷土料理の 冷や汁 と お「 」 「

やき」の作り方を教えてもらい、試食したり、ゲ

ストティーチャーと直接話したりすることで、昔

の食生活や「冷や汁」や「おやき」に興味をもっ

たようである。授業後の全体の感想としては「冷

や汁やおやきについて知ることができてよかっ

た 「楽しかった 「おいしかった 」という内。」 。」 。

容が多かった 「青しそや、ゆずの味が苦手だ 」。 。

という生徒も数人いた。

図２ 生徒に話をするゲストティーチャー

核家族化が進行し、普段、祖父母と触れ合う機

会が少ない生徒たちにとって、ゲストティーチャ

ーの話を聞いたり、料理を作る姿を見ることは、

新鮮であったようである。以前は、学校から家に

帰った子どもが、祖母が作った「おやき」をおや

つとして食べたりすることで、郷土料理が伝承さ

れてきた。おやきの味だけでなく、子どもたちは



祖母との会話からさまざまな先人の知恵を学び、

食生活に生かしてきた。そのような機会が減った

現在では、授業によってその場を設定することも

大事であると考えた。授業後、生徒たちは 「お、

ばあちゃんと話してる感じがした 「おばあちゃ」

」「 、 」んの料理を思い出した ぜひ また来てほしい

などの感想を述べた。

図３ おやきを焼く生徒たち

２ 群馬、宮崎、山形の三県の「冷や汁」を比較

する学習について

郷土料理が気候風土と歴史に根ざした先人の知

恵であることを理解させるために、三県の同名の

郷土料理を比較する学習を取り入れた。

表１ 三県の「冷や汁」の比較

群馬 宮崎 山形

きゅうり きゅうり 凍みこん

材 青しその葉 青しその葉 干ししいたけ

料 みそ みそ 雪菜

ごま ごま にんじん

魚の干物

暑くて厳しい 群馬のものと同 上杉鷹山が食料

由 農作業中の昼食 じ。 難を乗り越えるた

来 として作られた めに考えた滋養。

食。

特 夏の間に次々 群馬のものと同 保存が利く乾物

徴 にできる野菜の じ 海があるため が多い。。 、

旬産旬消。 魚が入る。

授業では、プレゼンテーションを使用し、宮崎

と山形の気候風土、歴史的背景を紹介し、それぞ

れの「冷や汁」が生まれ、伝えられてきた理由を

考えさせた。まず、生徒にはどこの県であるかを

知らせずに、宮崎の海や魚が使われている郷土料

理などの写真を見せて、群馬のものとどこが違う

か考えさせた。ヒントとして、群馬と違って海が

あるということを提示した。生徒はワークシート

に各自の答えを記入していくようにした。

図４ 授業スライド

次に山形の「冷や汁」の写真を見せ、使われて

いる材料から、どの地方の郷土料理であるか推測

させた。干ししいたけや「凍みこん」というこん

にゃくを凍らせて干したもの 「雪菜」という野、

菜などから、冬は雪深く、生鮮食品が入らない地

域であることに気付かせた。この場面では 「凍、

」 、みこん が米沢周辺でしか食べられていないこと

現在日本で一軒の農家しか作っていないことにつ

いても触れ、消えゆく恐れのある食材があること

にも気付かせた。

〈抽出生徒Ｂの感想〉

「凍みこんを守ってほしいと思った。食べたことがなくて

味とかわからないけど、昔からの料理が一つでも消えるの

は、やっぱりさみしいと思う 」。

この抽出生徒Ｂの言葉は、先人の知恵によって生

まれた一つの文化を守りたいという気持ちが芽生

えたことを表している。

そして、上杉鷹山の大倹約令による米沢の人々

の生活の様子を漫画などを用いて説明し、気付い

たことを記入させた。

図５ 授業スライド

○野菜でも山菜でも干して保存し、食料がないときの
　 ために備える。

○家の周りの垣根を食べられる「うこぎ」にし、新芽を摘
　 んでご飯に混ぜて量を増やす。

○池をつくり台所のクズで鯉を飼い、食料とする。

○長く雪に埋もれる冬の間の野菜不足を解消するため
　 に、雪菜という雪の中で育つ野菜を植えさせた。　

○干した野菜や凍みこん、雪菜を使って冷や汁という
　 料理を考えた。



このように三つの「冷や汁」を比較していくこと

により、生徒たちは、郷土料理が気候風土と歴史

に関連し、先人の知恵から生まれたことを理解す

ることができた。授業後のアンケートでは 「宮、

」 「 」崎と山形の冷や汁 と 上杉鷹山の食生活の知恵

について約80％の生徒が「役に立つ内容である」

と答えた。

３ 郷土料理を伝承している人々の思いを聞き、

現在の食生活の問題点に気付く学習について

郷土料理における先人の知恵をさらに理解する

ために、群馬県内で郷土料理を伝え続けている人

々から、その食材や作り方、また、郷土料理に対

する思いや、昔の生活を振り返って思うこと、今

の若い世代に対するメッセージを伺い、生徒に紹

介した。

まず、南牧村の一軒のお宅を訪ね、地元の野菜

を使った「おきりこみ」を作る様子をプレゼンテ

ーションで見せた。南牧村の景色や、粉をこねた

、 。 、り 製麺機で麺を作る様子などを紹介した また

一番近いコンビニエンスストアまでは、車で30分

以上かかることを話し、現在の自分の食生活と比

べさせた。

次に伊勢崎市のお宅の「炭酸まんじゅう」の作

り方と共に、作って下さった方から昔の生活の様

子を伺い 「食を通して心を継ぐ① （資料１）、 」

として生徒に紹介した。

資料１ 食を通して心を継ぐ①

略。日本中が貧乏だった。昔の人はもったいなくて物…

が捨てられない。戦中、戦後の物がない時代を生きてきた

から強くなれた。昔の苦労があるから食べ物のありがたさ

が身に染みて分かる。物があることをありがたく感じるこ

とができる。物はないけど家族のつながりが強かった。兄

弟が多く、上の子は下の子の面倒を見て家の手伝いをよく

した。一つのちゃぶ台を囲んでゆっくり時間が過ぎた。今

はコンビニがあって便利だけど、若い人にも手作りのよさ

を知ってほしい。今は生活が昔とすっかり変わっちゃって

るから仕方ないけど。子どもは親を見習うから、忙しくて

、 。も親が手作りすれば 子どもも自然と真似していくのでは

そこの家の食事作りを伝えていってほしい。一番の食育は

家庭だと思うから。会話して食事していれば、最近耳にす

るような犯罪も起こらないのでは。今の高校生が、将来自

分で家を持ったときに今日の話を少しでも思い出してくれ

ればと思う。

この話を聞くことにより、昔の食生活の様子を知

り、現在の食生活と比較し、自分自身の食生活の

問題点に気付かせたいと考えた。これを読んで

生徒たちは、次のように述べている。

〈抽出生徒Ａの感想〉

「話を聞いて現代人が弱く感じた。昔の人の強さが欲しく

なった 」ひとつのちゃぶ台を囲んでゆっくり時間が過ぎ。

たということについては 「家族で一緒にいて何をするわ、

けでもないのだろう。たったそれだけだけど温かいのだろ

う 」。

〈抽出生徒Ｂの感想〉

「なごんでいてちょっと憧れる 」。

〈その他の生徒の感想〉

○今では想像できない時代だけどだからこそ色々な知恵を

働かせて食べ物が作れたのだろうなと思った。

○家族がちゃぶ台を囲んで何かを食べるというのは、とて

もいい事だと思う。よく言う『サザエさん』のような状

況で楽しいし、ごはんもおいしくなるだろうと思った。

こういった家庭が今、減っているのがとても残念に思え

る。

これらの感想から、生徒たちは、現在の食生活

がいかに飽食であるかということと、家族で食卓

を囲むことのよさに気付き始めたと言える。

次に中之条の「寄ってきな。寄ってきな 」と。

って地域の方たちにまんじゅうやうどんを作って

もてなす「まんじゅうばあちゃん」の話を「食を

通して心を継ぐ② （資料２）として紹介した。」

資料２ 食を通して心を継ぐ②

まんじゅうばあちゃんという方がおりましてね、うめさ

んって言ってもう８０過ぎなんですけれど人が来ればまん

じゅうを作ってくれるんですよ。…略。みんなに「寄って

きな。寄ってきな 」って声かけるんです。かまどに薪燃。

、 。していつもまんじゅうふかしたり うどんを茹でるんです

そんなおばあちゃんがいてみんなに親しまれているんです

よ。…略。

この話を聞くことにより、最近少なくなってきて

いる近所同士のかかわりや、地域の交流など、食

が人と人をつなぐ役割を担っていたことに気付か

せたいと考えた。生徒たちの感想は以下のとおり

である。



〈抽出生徒Ａの感想〉

「食を通していろいろなつながりが出来るのだな 」。

〈抽出生徒Ｂの感想〉

「まんじゅうばあちゃんのまんじゅうが食べたくなった。

〈その他の生徒の感想〉

○人との関わりが少なくなった今、こういうことは良いこ

とだと思う 『おばあちゃんの知恵袋』のように古い世。

代から新しい世代へ何かを伝えていくことはとても大切

だ。

生徒たちは、食文化が家族間だけでなく、地域の

人と人とのつながりで伝承されてきたことに気付

いたと言える。

また 「食を通して心を継ぐ③ （資料３）で、 」

は館林のうどん店主の話を紹介した。

資料３ 食を通して心を継ぐ③

子供たちや高校生には、食べることに対して感謝の気持

ちを持って欲しいですね。食べるってことは、生命を奪っ

ているっていうことなんです。牛や豚などが生命を奪われ

る瞬間を見たら、どんな子でもショックを受けると思いま

す。そして、自分たちはそういった他のものの生命を奪っ

て生きているということに気付いたとき、自然に手を合わ

せて「いただきます 」という気持ちになると思うんです。

よ。動物だけでなく、植物にも生命があるんですよ。生き

生きとした植物が刈り取られるときは本当に心が痛みま

す。感謝の気持ちや 「もったいない」という気持ちを持、

ってほしいです。食文化の伝承とは、料理を伝えるだけで

なく、そのような道徳心というか、心を伝えていくことな

のではないでしょうか。

この話を聞くことにより 「私たちは他の動植、

物の生命をいただいている」ということに気付か

せ、食べ物を大切に思う気持ちや、食べることに

感謝の気持ちをもたせたいと考えた。

〈抽出生徒Ａの感想〉

「食べることは生きること。生きることは他の生命を奪う

こと。だから、食べ物を大切にしていきたい 」。

〈抽出生徒Ｂの感想〉

「とても重要なことだと思った。私も食べ物を粗末にして

しまうことがあるけれど、改めて考えさせられる話だっ

た 」。

生徒たちの感想から、生徒たちが、食文化を伝承

していくことは、料理を伝承していくことだけで

はないということに気付いたことが分かる。

さらに食文化を伝承していく大切さに気付くた

めの学習として、学校周辺で農業を営むＡさんか

ら話を伺い、紹介した。現在、新田地域には約80

件の農家があるが、後継者が決まっているのは約

20件であること、Ａさん宅も例外ではなく、家族

は60歳代の夫婦と90歳のＡさんの母親の３人家族

であることを生徒たちに話した。Ａさんの子供た

ちは独立して家を出ていて後継者はいない。この

農業の後継者問題と並んで、日本の食料自給率に

ついても説明し、現在40％であること、食物輸送

。 、距離は世界一であることを知らせた このときに

前に学んだ生産者名が表示された地元産の野菜の

ことと、外国産の100ｇ100円のごまと380円の新

田産のごまについても振り返った。生徒たちは、

このことについてたいへん衝撃を受け、感想の言

葉に表れていた。

〈抽出生徒Ｂの感想〉

、 。」「料理だけでなく 料理以外のことも伝承していきたい

このＢの言葉は 「食文化の伝承とは料理だけ、

を伝えていくだけでない ということに続き 先」 、「

人の知恵、心をも伝えていくこと」ということに

気付くことができたことを表している。

〈その他の生徒の感想〉

○自分たちは外国に頼りっぱなしだと思う。外国のは確か

に安いけど、最近いろいろな事件が起きていて不安にな

ってくる。近くの農家で作ったものの方が安心できる。

○おいしい地元の食べ物が、どんどん無くなっていくと思

うと心配な気持ちになった。

○みんなファストフード店ばかり行かないで自分の家でき

ちんとご飯を食べたほうがいいと思う。

○畑、田んぼを見るのが好きだからこの景色がなくならな

いでほしい。自分が大人になって、自分で食べ物を作る

ようになったら、安全な日本のものを買いたい。

「食を通して心を継ぐ①、②、③」と農業後継

者と食料自給率についてのワークシートは、自分

で感じたことを何でも自由に書けるため、ほとん

どの生徒が全部について書くことができた。どの

ワークシートにも生徒の熱い思いが言葉として表

われ、食料自給率や農業後継者問題、食の安全な

ど将来の食生活を展望して考えることもできてい



た。授業前は 「食文化を伝承していくことはど、

ういうことか 「食文化を伝承していくことは大」

切か」という質問に対して、約60％の生徒が「分

からない」と答えている。しかし、授業では100

％の生徒が「食文化を伝承していくことは大切」

と答えた。

〈生徒の感想〉

○今まで何も考えずに食べていた郷土料理の大切さがよく

分かった。

○地域の食材を大切にすることはとても大事だと思った。

○学ぶものがいっぱいあり、とても楽しかった。

○地産地消のことと昔から伝わってきた伝統の大切さがよ

く分かった。

○今の日本の食生活は、食料自給率の低下や、農業後継者

の不足など、たくさんの問題を抱えてるということが分

かった。

○地域の食材を食べることは、地元の生産者を守るだけで

なく、環境にも負荷をかけないということに初めて気付

いた。

人生の先輩となる大人たちから昔の食生活の様

子を聞いたり考えを聞くことは、そこから先人の

知恵を学び取り、現在の自分の食生活や日本の食

生活の問題点を知り、食文化を伝承していく大切

さに気付くことに有効であったと言える。

次の文章は、学習後の抽出生徒Ａの感想である。

私たち現代人は 「食べる」ことが当たり前で、食べ物、

。 、 、はいつでも身近にあふれている だが 昔はそうではなく

そこにあるものだけで料理し、食べるしかなかった。

いろいろな人の話を聞いて 「食べる」ことは、他の生、

命を奪うことだから、食べ物を大切にし、残さぬようにし

ようと思った。

「 」 、 、食べる ことは 人々につながりを与えるものだから

大切にしなければならない。現代人の私たちは、コンビニ

エンスストアやファミリーレストランなど手のかからない

食べ物や外国産の食品に囲まれて生活している。…略。

昔の人は「食べる」ために生活の知恵を身に付けた。私

たち現代人は、昔の人から「食べる」ことについて学ばね

ばならぬことがたくさんあると思う。…略。

また、抽出児Ｂは学習後、紙面いっぱいに自分

の意見を書くことができた （図６）。

図６ 学習後の抽出生徒Ｂのワークシート

４ オリジナル郷土料理を作る活動について

オリジナル郷土料理を考える学習については、

グループ学習とし、オリジナル郷土料理の例を用

意して、それを参考に書けるようにした。例は、

群馬の郷土料理である「おきりこみ」や「焼きま

んじゅう」に工夫を加え、具を変えたり、調理時

間を短縮できるようにした。また、生徒たちが料

理のイメージをつかめるように写真を付け、楽し

い名前を付けた。生徒たちは、その例を見てさら

に工夫を重ね、自分たちのオリジナル郷土料理を

考えた。あらかじめ机の上に準備されたオリジナ

ル郷土料理例の写真を見た生徒たちは 「おいし、

そう。食べたい 」と第一声を発した。また 「ス。 、

ピード焼きまんじゅう」や「平成版やきもち」な

どの名前にも興味を示した。

今回は、初めての調理実習ということもあり、

生徒が考えたオリジナル郷土料理の中から採用さ

れたものを授業で実際に作ることにした。新田は

野菜が豊富に穫れ、酪農も盛んであるため、地元

の旬の野菜と乳製品を利用した「新田ふるさとピ

ザ」と「野菜ミルクスープ」を全員の生徒が作っ

た。生徒たちからは 「楽しかった 「おいしか、 」

った」という意見が多く出された。授業後のアン

ケートでは 「また地域食材を使用したオリジナ、

ル郷土料理を作ってみたいか」という質問に対し

て「思う」と答えた生徒が約91％であった。そし

て「これから先、機会があれば家でも作ってみた

いか という質問に対しては 約84％の生徒が 思」 、 「

う」と答えた。

生徒たちは自分で考えたオリジナル郷土料理を



家庭で実践した。感想から、地域の食材と料理を

伝承していこうという態度が分かった。

実践例１

○ミルク冷や汁

〈作った生徒の感想〉

水の代わりに新田産の牛乳を使いました。案外、味噌と

。 。牛乳が合いました カルシウムも取れていいと思いました

実践例２

○地元野菜たっぷりのうどんとチーズケーキ

〈作った生徒の感想〉

群馬といえばうどんなので、地元産の野菜と新田の豚を

入れたうどんを作りました。チーズケーキも親戚の家で取

れた卵を使いました。また作ろうと思います。

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

(1) ゲストティーチャーから昔の人の食生活と

郷土料理について話を聞いたことについて

ゲストティーチャーを招いたことは、地域の食

材と料理に関心をもつことに有効であったと考え

る。学習後のワークシートからは、ゲストティー

チャーに対して親近感を感じ、その調理技術や作

ってもらった郷土料理に対して関心をもち 「伝、

承していきたい 」という思いを抱いたことが分。

かった。

(2) 郷土料理を比較する学習と、伝承している

人々の食に対する思いを聞いたことについて

同名の郷土料理を選ぶことで 「まるで同じも、

のなのか 「なぜ同じ名前の料理が離れた地域。」

に存在しているのか。単なる偶然なのか 」など。

と、郷土料理に対する興味・関心をさらに高め、

「知りたい 」という学習意欲を高めることがで。

きた。学習後のアンケートでは 「他の県にも冷、

や汁があったこと」に生徒たちが強い関心をもっ

たことが明らかになった。また、宮崎の冷や汁か

らは、風土の違いにより食材に違いが出ること、

山形の冷や汁からは、郷土料理と歴史が深く関係

していることを学ぶことができた。そして、それ

ぞれの郷土料理から先人の知恵を理解することが

できた。

また、郷土料理を伝承している人々から食に対

する思いを聞いたことで、外食産業やコンビニエ

ンスストアなどに依存する現在の自分自身の食生

活や、自給率の低さや食物輸送による環境汚染な

どの日本の食生活の問題点に気付き、食文化を伝

承していく大切さに気付くことができた。

(3) オリジナル郷土料理を作る活動について

オリジナル郷土料理を考え、作ったことで、郷

土料理を身近に感じ、地域の食材と料理を守り、

食生活に生かしていこうとする意欲を高めること

ができた。そして、オリジナル郷土料理を家庭で

実践したことによりこれからの食生活に生かして

いこうとする実践的態度が身に付いた。

２ 課題

(1) ゲストティーチャーに会う前の事前学習と

して

ゲストティーチャーの話を聞く前に、あらかじ

め郷土料理について家族や身近な高齢者にインタ

ビューしたり、資料やインターネットを利用して

調べておくことにより、より深く地域の食材と料

理に関心がもてたり、質問ができたと考える。

(2) 郷土料理を比較する学習について

今回は、プレゼンテーションを使って三県の冷

や汁について説明する形を取ったが、説明を聞く

、 。 、だけでは 生徒は受け身になってしまう そこで

生徒たちが、グループごとに話し合い発表するよ

うな授業形態も取り入れる必要があると思う。

(3) オリジナル郷土料理を作る活動について

オリジナル郷土料理を作るためには、栄養、食

品、調理に関する基礎的・基本的な知識と技術が

必要になる。これらの知識と技能が不十分な場合

は、事前に中学で学んだことを復習させたりする

ことも必要であると感じた。
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